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伊賀市教育行政評価委員会

　令和６年度　教育行政点検評価報告書（案）
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11月６日
 10:00～

伊賀市役所　４０６会議室 　＊教育行政点検評価報告書の内容確認

教育行政評価委員会の開催状況

事　業　数 23 16 1 13

担　当　課 文化財課 計

事　業　数 9 65

上野図書館

委　　　　　員

杉澤　　学

3

　文小中学校長

　社会教育委員

　文化財保存活用地域計画協議会委員

事業担当課ごとの点検・評価対象事業数

担　当　課
教育総務課
学校施設室

学校教育課 給食センター
生涯学習課

（中央公民館）

金山　　修

所属・職名等所属・職名等氏　　　　名

吹上　純子

上見　祐治

（前年度）社会情勢が大きく変化をする中、改めて各事業の分析を行い、既成の枠にとらわれるこ
となく実態に即した事業推進により、教育内容及び教育環境の更なる充実を図るよう努められたい。

委　　員　　長

副　委　員　長

加納　圭子

伊室　春利

委　　　　　員

委　　　　　員

委　　　　　員

２．点検・評価の方法

３．総評

教育行政評価委員

令和6年度教育行政評価は、伊賀市総合計画の教育関連施策や教育委員会が策定した、令和5年度教
育方針に掲載し実施した施策や事業・業務を対象としました。

点検・評価については、事業担当課が作成した令和5年度実績による事務事業評価シート及びヒアリ
ング、その他資料に基づき行いました。
　点検及び評価の内容は次のとおりです。

社会情勢や教育環境が急速に変化し、価値観やライフスタイルの多様化がいっそう進む中、教育の
様々な課題に柔軟かつ迅速に対応し、実態に即した具体的な事業推進により、教育内容及び教育環境
の更なる充実を図るよう努められたい。

地方教育行政の組織及び運営に関する法律により、「教育に関する事務の管理及び執行の状況の点
検及び評価を行い、議会に提出するとともに公表しなければならない。」となっています。

教育委員会は、この法律に基づき、教育に関する施策について点検及び評価を行い、課題や取組み
の方向性を明らかにすることにより、教育行政を効率的に進めるとともに、市民への説明責任を果た
し、市民に信頼される教育行政を推進することを目的とします。

令和6年度　伊賀市教育委員会の点検及び評価の概要

９月３０日
 10:00～12:00

７月３１日
 13:15～16:55

日　　時 場　所

伊賀市役所　４０６会議室

伊賀市役所　４０６会議室

　＊評価方法及び評価対象事業の確認
　＊評価対象事業の説明

　＊評価対象事業の評価・意見等の調整

内　　　容

　元学校教育課長、元中学校長

　元伊賀市教育委員会事務局職員

　三重大学教育学部理科教育コース准教授

１．経過及び目的
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令和５年度実績値 令和５年度目標値

1 児童生徒
の支援

奨学金等支給
経費

＊高等教育機関での教育機会を支援し、社会に貢献
する人材を育成するため、奨学金を希望する高校生
及び大学生等に支給しました。
伊賀市奨学金
（新規）56人　（継続）46人　 計102人　支給額：
7,692,000円
伊賀市同和奨学金
（新規） 8人　（継続）22人 　計30人　 支給額：
3,312,000円
伊賀市ササユリ奨学金
（新規） 2人　 （継続） 5人　計　7人　 支給額：
1,680,000円
合計支給額：12,684,000円

年間継続受給率：
100％

年間継続受給率：
100％進捗率

改善

遠距離通学者
等通学経費
（小学校）

＊通学費負担の軽減
・上野北小学校：三重交通バスにて登下校する遠距
離通学児童の通学費補助（全額負担）
・柘植、島ヶ原、大山田小学校：行政バスにて登下校
する遠距離通学児童の通学費補助（全額負担)

　なし
（経費負担軽減を
目的としているた
め）

　なし
（経費負担軽減を
目的としているた
め）

改善

遠距離通学者
等通学経費
（中学校）

＊通学費負担の軽減
　・島ヶ原中学校：行政バスにて登下校する遠距離通
学生徒の通学費補助（全額負担）
　・大山田中学校：三重交通バスにて登下校する遠距
離通学生徒の通学費補助（全額負担）
　・青山中学校：行政バスにて登下校する遠距離通学
生徒の通学費補助（全額負担）
　・崇広中学校：伊賀鉄道にて登下校する遠距離通学
生徒の通学費補助（定期券購入費の４割）
　・霊峰中学校、大山田中学校：自転車にて登下校す
る遠距離通学生徒の通学費補助（年額3,600円）
　・阿山中学校：遠距離を登下校する生徒の自転車購
入費の補助（上限20,000円）

　なし
（経費負担軽減を
目的としているた
め）

　なし
（経費負担軽減を
目的としているた
め）

改善

中学校クラブ
遠征参加経費

＊三重県中学校体育連盟等が主催する体育大会及
び三重県中学校吹奏楽連盟等が主催する文化行事
への参加旅費を補助し、部活動の推進を図りました。
　体育大会参加校　　１０校（実績　3,603,750円）
　文化行事参加校　　　７校（実績　1,201,250円）

補助対象大会等へ
の旅費に対する補
助率：
８６％

補助対象大会等へ
の旅費に対する補
助率：
９０％

継続

２ 校区再編 委員会管理経
費

＊教育委員会の円滑な運営に努めました。
　教育委員会定例会及び臨時会の開催（定例会12
回、臨時会２回）
　教育委員による学校施設及び教育施設訪問を実施
（４日）
　教育行政評価委員会の運営（３回開催）
　総合教育会議の開催（２回開催）
  伊賀市学校みらい構想検討委員会の開催（２回）

教育委員会等の開
催回数：
１７回

教育委員会等の開
催回数：
１７回

継続

事務局管理経
費

＊教育委員会事務局の適正な管理に努めました。
　廃校施設の管理
　教育委員会所管施設及び備品の火災保険、損害保
険加入
　教育委員会所管公用車の自動車損害保険料支出
　全国都市教育長協議会・三重県都市教育長会等の
負担金支出

管理している廃校
数（休校含む）：
１０校

管理している廃校
数（休校含む）：
１０校

改善

情報化教育推
進経費

＊小中学校の情報ネットワークの保守管理業務を委
託し、円滑な校務運営、児童・生徒の情報教育の充
実を図りました。また、国が進めるＧＩＧＡスクール構想
に対応するため小中学校に整備した学習用端末、ソ
フトウェア、モバイルWi-Fiルーター、ネットワークの保
守管理業務を委託しました。

光回線整備率：
１００％

光回線整備率：
１００％

改善

子
ど
も
た
ち
が

、
未
来
に
夢
や
希
望
を
持
て
る

子
ど
も
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ち
が

、
安
心
し
て
学
べ
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　　　　　　努 力 目 標 評 価 シ ー ト　　　　教育総務課・学校施設室

方向
性

施
策

努 力 目 標 取組事業名
事　　業　　概　　要

(令和５年度の取組内容）

指　　　　　　　標
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令和５年度実績値 令和５年度目標値

２ 校区再編 一般管理運営
経費（小学校）

＊各小学校の状況に応じ、運営に必要な需用費、役
務費、修繕費の配当を行い、健全な学校運営に努め
ました。また、市内小学校の管理運営経費として、燃
料費、光燃水費等を支出しました。

小学校設置校数
（休校中を除く）：
１８校

小学校設置校数
（休校中を除く）：
１８校

改善

一般管理運営
経費（中学校）

＊市内中学校の管理運営のため、光燃水費、燃料費
等を支出しました。
また、各中学校の状況に応じ、運営に必要な需用費、
役務費、修繕料等の配当を行い、健全な学校運営に
努めました。

中学校設置校数：
１０校

中学校設置校数：
１０校

改善

スクールバス
運転管理及び
維持経費（小
学校）

＊直営、業務委託、行政バス利用者によるスクール
バスの運行を行い、児童の安全な通学の確保に努め
るとともに、市所有スクールバスの維持管理を行いま
した。
（直営運行）友生小１路線、上野南小１路線、成和東
小１路線、青山小１路線
（委託運行）上野南小３路線、三訪小１路線、上野北
小２路線、成和東小１路線、成和西小３路線、阿山小
５路線、大山田小４路線、青山小４路線、島ヶ原小１
路線（２学期～）
（行政バス利用）柘植小１路線、島ヶ原小１路線（１学
期のみ）、大山田小１路線

登下校時における
事故件数：
２件

登下校時における
事故件数：
０件

改善

スクールバス
運転管理及び
維持経費（中
学校）

＊直営、業務委託、行政バス利用によるスクールバ
スの運行を行い、生徒の安全な通学の確保に努める
とともに、市所有スクールバスの維持管理を行いまし
た。
（直営運行）上野南中２路線、青山中１路線
（委託運行）崇広中２路線、緑ケ丘中５路線、城東中２
路線、上野南中６路線、大山田中１路線、島ヶ原中１
路線（２学期～）
（行政バス）島ヶ原中１路線（１学期のみ）、青山中３
路線

登下校時における
事故件数：
２件

登下校時における
事故件数：
０件

改善

健康管理経費
（小学校）

＊児童の健康管理と健康増進を図るため、各小学校
に校医、歯科医、薬剤師を委嘱配置し、健康診断を
はじめ、専門医検診等を行いました。また、安全な学
校環境保全のため、衛生検査として飲料水の水質検
査等を行い、プール授業実施のため、プールの水質
検査及びプール薬品の購入を行いました。
その他、各小学校の状況に応じ、保健室用医薬品の
購入を行いました。

学校医・学校歯科
医・専門医による
検診実施率：
１００％

学校医・学校歯科
医・専門医による
検診実施率：
１００％

継続

健康管理経費
（中学校）

＊生徒の健康管理と健康増進を図るため、各中学校
に校医、歯科医、薬剤師を委嘱配置し、健康診断を
はじめ、専門医検診を行いました。また、環境保全を
図るため、飲料水の水質検査等を行いました。
各学校の状況に応じ、保健室用の医療品等の購入を
行いました。

学校医・学校歯科
医・専門医による
検診実施率：
１００％

学校医・学校歯科
医・専門医による
検診実施率：
１００％

継続

学校管理用備
品整備事業
（小学校）

＊教育活動を円滑に行うため、複写機、印刷機の
リースを行ったほか、児童用机・椅子の修繕・購入、
その他備品の購入を行いました。

購入要望校への対
応率：
９３％

購入要望校への対
応率：
６０％

改善

学校管理用備
品整備事業
（中学校）

＊教育活動を円滑に行うため、複写機、印刷機の
リースを行ったほか、生徒用机・椅子の修繕・購入、
その他備品の購入を行いました。

購入要望校への対
応率：
８９％

購入要望校への対
応率：
６０％

改善

教材・教具整
備費（小学校）

＊各学校の状況に応じ、図書、教材備品、理科教育
施設備品、特別支援学級用備品の購入を行いまし
た。

学校図書充足率：
１１１．５％

学校図書充足率：
１００％

改善

教材・教具整
備費（中学校）

＊各学校の状況に応じ、図書、教材備品、理科教育
施設備品、特別支援学級用備品、教育課程備品の購
入を行いました。

学校図書充足率：
１２０．４％

学校図書充足率：
１００％

改善

　　　　　　努 力 目 標 評 価 シ ー ト　　　　教育総務課・学校施設室

施
策

努 力 目 標 取組事業名
事　　業　　概　　要

(令和５年度の取組内容）
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令和５年度実績値 令和５年度目標値

３ 学校施設
整備

教職員住宅管
理経費

伊賀市教職員住宅の維持管理を行いました。
老朽化に伴うガスコンロや畳などの取替及び入退去
に伴うカギの交換を行いました。

入居率：６０％ 入居率：１００％ 改善

施設維持管理
経費（小学校）

関係法令等に基づき、開校中の市内18小学校の施
設について、保守点検や清掃、修繕を行いました。
保守点検は、空調設備、自家用電気工作物、遊具、
浄化槽、ろ過機等にかかる保守点検を行うとともに、
害虫防除や受水槽・高架水槽の清掃、剪定業務のほ
か、警備業務委託を行いました。 施設の修繕として、
空調設備の補修や水回り設備の補修、照明器具の取
替、プールろ過機や雨漏り修繕などを行いました。

施設事故防止率：
１００％

施設事故防止率：
１００％

改善

施設維持管理
経費（中学校）

関係法令等に基づき、開校中の市内10中学校の施
設について、空調設備、自家用電気工作物、浄化槽、
遊具等にかかる保守点検を行うとともに、害虫防除業
務、受水槽・高架水槽の清掃、剪定・草刈業務のほ
か、警備業務の委託を行いました。
施設修繕として、空調設備の補修や水回り設備の補
修、照明器具の取り替えや、雨漏りの修理などを行い
ました。

施設事故防止率：
１００％

施設事故防止率：
１００％

改善

施設改修事業
（小学校）

委託料として、成和西小学校他２校屋内運動場LED
照明交換工事設計業務委託などを行いました。
施設改修として、上野西小学校空調設備更新工事、
壬生野小学校　普通特別教室棟（東棟）トイレ改修工
事、三訪小学校理科室他空調設備設置工事、柘植小
学校　屋内運動場ＬＥＤ照明交換工事及び市内小学
校の遊具の更新などを実施しました。
また、成和東小学校高圧機器改修及び友生小学校
の昇降機修繕などを行いました。

空調設備整備校
数：
１８校

空調設備整備校
数：
１８校

改善

施設改修事業
（中学校）

委託料として、大山田中学校大規模改造工事監理業
務委託及び青山中学校大規模改修工事設計業務委
託などを行いました。
施設の改修として、大山田中学校大規模改造工事、
柘植中学校及び霊峰中学校の防火設備改修工事な
どを行いました。

空調設備整備校
数：
１０校

空調設備整備校
数：
１０校

改善

学校給食管理
経費

学校給食衛生管理基準に基づき、自校で給食を実施
する７校（内中学校１校）を対象に、給食調理員の検
便検査、調理場消毒を実施したほか、石鹸液、消毒
アルコール、ペーパータオル等の衛生用品（消耗品）
の配備や調理器具、施設の修繕を行うとともに、老朽
化した保冷庫や食器洗浄機などの備品を購入しまし
た。
また、地産地消を推進するため、伊賀米や伊賀産菜
種油を購入しました。給食センター配送校13校に教育
活動（配膳）サポーターを配置しました。食育推進や
保護者の子育て支援のより一層の具現化を図るため
に、令和５年度から小中学生の給食費を無償化しまし
た。

自校方式における
給食実施予定日で
の給食実施率：
１００％

自校方式における
給食実施予定日で
の給食実施率：
１００％

継続

　　　　　　努 力 目 標 評 価 シ ー ト　　　　教育総務課・学校施設室

施
策

努 力 目 標 取組事業名
事　　業　　概　　要

(令和５年度の取組内容）

指　　　　　　　標
方向
性
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ど
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努 力
目 標

〇今後も地元食材の活用を進められたい。

〇食の安全保持のために指導を継続されたい。財源確保についても
尽力されたい。

 
３
 

学
校
施
設
整
備

教材・教具整
備費（小学校・
中学校）

〇近年の最高気温35℃以上の猛暑日が続く状況を鑑みると、特別教
室の100%エアコン配備早期実現を目指すとともに、災害時の指定緊
急避難場所や指定避難所になっている体育館のエアコン配備を優先
的に検討されたい。

教職員住宅管
理経費

施設維持管理
経費（小学校・
中学校）

施設改修事業
（小学校・中学
校）

〇市外や遠方から赴任する教職員が、安心して勤務に専念できる住
宅環境のために、教職員住宅の改修整備に尽力されたい。

〇児童の安全確保、良好な教育環境保持の迅速対応を評価する。安
全・安心な教育環境のためにさらに進められたい。

中学校クラブ
遠征参加経費

一般管理運営
経費（小学校・
中学校）

〇光熱水費の高騰は気がかりであるが、気候変動による高温の中で
も安心安全な環境で教育活動が行われるよう適切な予算措置に尽力
されたい。

〇冷暖房等の適切な使用を徹底し、経費削減に努められたい。

　
２
　
校
区
再
編

取組事業名

事務局管理経
費

〇廃校の利活用については、地域と協議し、方向性を決めることを望
む。

　
1
　
児
童
生
徒
の
支
援

令和５年度事業に対する評価委員からの評価・意見等 評価に対する今後の対応

奨学金等支給
経費

〇生活困窮世帯の方々には、奨学金制度は希望です。就学の機会
均等を念頭においた充実した制度の見直しと継続支援を望む。

遠距離通学者
等通学経費
（小学校・中学
校）

〇通学方法や通学費の保護者負担に関する課題解決に向けて、早
急に検討されることを望む。

スクールバス
運転管理及び
維持経費（小
学校・中学校）

〇ルートの見直しや路線の統合などで経費削減に努めるとともに事
故件数も０件を指標（目標）にして、安全安心に努められたい。

〇走行ルートを変更する場合は、事前に保護者と十分協議し、対応さ
れたい。

〇必要な図書・備品の購入を可能な限り進められたい。

学校給食管理
経費

〇部活動は地域移行の方向であるが、中学生にとって学校生活の大
きな部分を占めている。コンクールや大会出場の支援を継続された
い。

5 



令和５年度実績値 令和５年度目標値

1 学校マニ
フェスト

英語指導助手
招へい経費

＊JETプログラムを通じてカナダ（１人）、アメリカ
（１人）、オーストラリア（１人）からALT（中学校英
語指導助手）を招へいし、計３人のＡＬＴが１０中
学校において英語科をはじめ各校の教育活動に
参画しました。
また、小学校の英語授業においては、１８小学校
において小学校外国語指導助手を６人派遣し外
国語活動を支援しました。
＊R５年度は帰国するALTがいなかったため、新
規ALTも来日しませんでした。

中学校１クラスあたり
のＡＬＴ派遣日数：
９．０日

中学校１クラスあたり
のＡＬＴ派遣日数：
８．０日

改善

キャリア教育
推進事業

＊「自分発見！中学生・地域ふれあい事業」にお
いて、新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め実施を制限していた中学生の職場体験活動
は、すべての中学校(10校)で実施することができ
ました。継続して、地域の方を講師として学校に
招聘しお話を聞かせていただいたり、聞き取り活
動も行ったりしました。また、小学校の体験活動
についても、地域企業と連携した工場見学等を新
たに加え、これまで通りではなく精選を行った上
で実施することができました。これらのことによ
り、働いている方の思いに触れ、地域の産業につ
いて理解を深めるとともに、自分の将来について
考えることができました。
＊各学校における発達段階に応じた教育課程の
あり方を研究しました。
＊キャリア・パスポートによる系統的なキャリア教
育の推進を図りました。
＊「伊賀市キャリア教育研修会」を開催（１月１９
日）し、追手門学院大学の三川俊樹教授から、各
校での「キャリア・パスポート」の実践をもとに、児
童生徒の社会的、職業的自立に向けた指導の在
り方についてご示唆いただきました。

自分の生き方や進路
を深く見つめることが
「大変できた」「できた」
生徒：
８６％

自分の生き方や進路
を深く見つめることが
「大変できた」「できた」
生徒：
９０％

改善

外国人児童生
徒支援事業

＊初期適応指導教室（チャレンジ教室）を運営し、
１８８日間、教室を開きました。
＊「外国人児童生徒と保護者のための進路ガイ
ダンス」を９月２４日に実施しました。
＊日本語指導者研修会を５月１５日及び８月１７
日に実施しました。
＊日本語指導コーディネーターを各校に派遣しま
した。
＊巡回相談員（県費）を派遣しました。
＊外国人児童生徒日本語補助員を配置しまし
た。（小学校２人）
＊教育相談、保護者への説明の際の通訳派遣、
翻訳支援を行いました。
＊日本語指導が必要な児童生徒を対象に漢字
能力検定の検定料を補助しました。（受験者１９４
人）
＊市内小中学校に子が就学している保護者の学
校、教育等に関する相談の通訳対応を電話やビ
デオ通話で行えるタブレットを学校教育課・上野
東小・上野西小（以外は学校教育課より貸出）に
配置し、学校との懇談や教育相談で不便を生じ
ないよう外国語での相談ができる体制を整えまし
た。委託先：株式会社スマートボックス

高校進学率：
８１％

高校進学率：
９０％

改善

　　　　　　努 力 目 標 評 価 シ ー ト　　　　　学校教育課

方向
性

施
策

努 力 目 標 取組事業名
事　　業　　概　　要

(令和５年度の取組内容）

指　　　　　　　標
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令和５年度実績値 令和５年度目標値

1 学校マニ
フェスト

人権同和教育
推進事業

＊各学校（園）において、伊賀市人権同和教育基
本方針に基づいた研究課題にそって、研究テー
マを設定し、人権・同和教育の研究と実践を行い
ました。
＊幼稚園・小中学校全教職員で学校人権・同和
教育部会を組織し、全市的に人権・同和教育の
研究と推進を伊賀市学校人権・同和教育部会に
委託しました。（伊賀市学校人権・同和教育部会
研究事業）
　①授業交流会（10月27日柘植小学校、11月10
日青山中学校、11月14日上野西小学校、11月17
日島ヶ原小学校）
　②部落問題を考える小学生（11月2８日参加者：
児童57名）及び中学生の集い（12月5日参加者：
生徒50名）
　③教職員研修（人権・同和教育推進委員研修
会6月19日、1月26日）など
　　 ブロック別研修会（Ａブロック8月25日、Ｂブ
ロック9月9日、9月29日、Ｃブロック5月26日）
　　研究大会等での報告（「せいかつ」実践交流
会：青山小学校、三重県人権・同和教育研究大
会：大山田小学校、上野東小学校、柘植中学校）

人権・同和教育の推進
を「十分図れた」「図れ
た」学校数：
２８校

人権・同和教育の推進
を「十分図れた」「図れ
た」学校数：
２９校

充実

学力向上推進
事業

１．中学校1年生で標準学力検査（ＮＲＴ）を実施し
ました。
２．伊賀市学力向上プロジェクト委員会を開催し
ました。（９月２１日）
３．各校での学力向上アクションプランの作成・実
行・評価・改善のサイクルを定着させました。
４．標準授業時数の確保に努めました。
５．「家庭学習・読書のすすめ」を作成し。小学1年
生、中学1年生に配布しました。
６．武庫川女子大学の森脇教授を招いて学力向
上改善研修会を実施しました。（10月２６日）
７．教育アドバイザーを各校に派遣しました。（年
間112回）
８．中学３年生全員を対象に、実用英語技能検定
を実施しました。
９．郷土教育冊子『伊賀のこと』を作成し、研修会
等で郷土教育を推進しました。

学力検査における市
内中学校の平均点の
全国比：
９８％

学力検査における市
内中学校の平均点の
全国比：
１００％

改善

特別支援教育
充実事業

＊教育支援員及び特別支援教育支援員（58人）
を配置し、特別な支援が必要な児童生徒のニー
ズにあった支援を行う体制を作りました。
＊児童生徒の正しい理解のために専門機関によ
る巡回相談及び発達検査（68人）実施し、適切な
支援につなげました。
＊個々のニーズにあった指導・支援につなげるた
め、専門機関による就学相談（110人）を実施する
とともに、全5回の教育支援委員会で審議（187
件）を行いました。

教育支援員・特別支援
教育支援員配置：
５８人

教育支援員・特別支援
教育支援員配置：
５７人

改善

取組事業名
事　　業　　概　　要

(令和５年度の取組内容）

指　　　　　　　標
方向
性

　　　　　　努 力 目 標 評 価 シ ー ト　　　　　学校教育課

施
策

努 力 目 標
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令和５年度実績値 令和５年度目標値

1 学校マニ
フェスト

生徒指導推進
事業

小中学校における問
題発生件数：
３１件

小中学校における問
題発生件数：
０件

改善

地域とともに
学校マニフェ
スト推進事業

１．下記内容を必須として事業を実施し、各小中
学校長が作成する「学校マニュフェスト」の実現を
図りました。
　・学力向上推進事業
　・人権同和教育研究事業
　・キャリア教育推進事業
２．学校支援地域本部推進事業を受け、各校に
学校支援地域本部を設置して、学校関係者や地
域の団体、地域住民のボランティア、保護者等と
連携・協働しながら、地域学校協働活動を実施す
るため、学校区単位の学校支援地域本部に補助
金を交付しました。

「人の役に立つ人間に
なりたい」と思える児童
生徒：
９６％

「人の役に立つ人間に
なりたい」と思える児童
生徒：
９７％

改善

部活動指導者
配置促進事業

＊中学校の部活動において、専門的な知識や技
術を有する人材を部活動指導員として、７中学校
（崇広・緑ヶ丘・上野南・霊峰・阿山・大山田・青
山）に配置しました。（延べ1260時間）

＊令和５年度は、部活動の地域移行に向けた体
制整備（伊賀市地域クラブ活動連絡協議会規
約、役員・事務局体制等）のため役員会等で協議
を重ね、「伊賀市地域クラブ活動連絡協議会」（１
月２３日）を行いました。

なし
（競技力の向上を目的
としているため）

なし
（競技力の向上を目的
としているため）

改善

教職員研究研
修経費

＊部会別教育研究活動の充実を図りました。
＊教職員研修の充実を図りました。
＊研究指定校研究推進事業の充実を図りまし
た。
　・委託先：上野南中・三訪小・柘植小・壬生野小
「学校研究指定校研究推進委員会」（４校）
　・また、成和西小・緑ケ丘中・上野南中・上野西
小・上野東小については、ＧＩＧＡスクール構想の
推進に向けた研究事業を行いました。

研究講座の参加人員
（延べ数）：
１，２２７人

研究講座の参加人員
（延べ数）：
６００人

改善

　
子
ど
も
た
ち
が

、
未
来
に
夢
や
希
望
を
持
て
る

＊各学校において、家庭訪問、巡視・補導、関係
機関との連携・対応等の生徒指導活動に取り組
むとともに、教育相談体制・生徒指導体制の不断
の見直しを図り、問題行動等の早期発見、早期
対応や未然防止に取り組みました。
＊スクールソーシャルワーカーを２人配置しまし
た。
＊不登校やいじめの早期発見、早期解決を図る
ため、全小中学校で学級満足度調査（Q-U調査）
を２回実施しました。
＊全学校にいじめ問題相談員を105人を配置し、
地域においてもいじめ問題を相談できる体制を作
りました。
＊生徒指導総合連携会議を開催し、伊賀市にお
ける生徒指導に関する組織づくりを図るとともに、
各学校（園）において、関係機関と一体となって、
多様な問題行動等の予防や解決と児童生徒の
健全育成に向け、地域のネットワークづくりを踏ま
えた実践的な取組について、有識者を招聘する
など、学習する機会をもちました。（開催日：6月23
日、8月4日、10月12日、11月13日）
＊伊賀市生徒指導サポート会議を12回開催し、
関係機関や地域との連携を密にするとともに、生
徒指導上の課題の未然防止・早期発見早期解決
等を図りました。
＊いじめ問題対策連絡協議会を開催し、いじめ
防止等に関係する期間及び団体が、いじめ防止
対策において連携が図れるよう、それぞれの取
組についての情報交換等を行いました。（開催
日：7月18日、1月29日）

　　　　　　努 力 目 標 評 価 シ ー ト　　　　　学校教育課

施
策

努 力 目 標 取組事業名
事　　業　　概　　要

(令和５年度の取組内容）

指　　　　　　　標
方向
性

8



令和５年度実績値 令和５年度目標値

1 学校マニ
フェスト

伊賀市教育研
究センター管
理運営経費

＊教育研究センターの管理運営
　・施設整備の保全管理を行いました。
　・学校教育及び社会教育関係者の研修等を４９
回開催しました。
　・研修等に伴う施設使用調整を図りました。
　・教職員、学校、地域連携の支援を行いました。
＊教育研究センター修繕
　・３階会議室２空調機移設工事
　・高圧機器更新修繕・・・中部電気保安協会指
摘事項
　・屋内消火栓設備修繕及び故障個所調査業
務・・・消＊防設備保守点検指摘事項
　・体育館誘導灯取替修繕
　・１階女子トイレロータンク取替工事

会議室使用延べ人数：
１０，１４５人

会議室使用延べ人数：
１１，０００人

改善

２ 児童生徒
の支援

学校保健管理
経費

各種健康診断・検診の
受診率：
９９％

各種健康診断・検診の
受診率：
１００％

改善

教育振興一般
経費

＊自転車ヘルメット・「子どもSOSの家」旗の購入
及び配布、注意喚起看板等の作成により、児童
生徒の安全を確保しました。
また、教育活動の充実のため市内観光施設を利
用した場合の施設入場料を負担しました。
・児童生徒の安全対策
　中学校自転車通学用ヘルメットの配布（375個）
　「子どもSOSの家」旗の作成（300本）
　注意喚起立看板（「あぶない」102枚、「注意通
学路」55枚）の作成
・市内観光施設利用状況（だんじり会館、伊賀上
野城、伊賀忍術博物館）
　小中学校9校（延べ891人）
・教育活動サポーターを配置しました。（47人）

登下校中の交通事故
発生件数：
４件

登下校中の交通事故
発生件数：
０件

改善

　
子
ど
も
た
ち
が

、
未
来
に
夢
や
希
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を
持
て
る

＊小中学校在校生及び教職員を対象に健康診
断を実施し、児童生徒・教職員の健康管理に努
めました。また、小中学校に在校する児童生徒の
在校中に発生した災害に対して給付を行うことに
より、保護者の経済的負担を軽減し、学校教育を
円滑に実施することができるように負担金を支出
しました。
＊教職員の健康診断後の指導区分決定及びスト
レスチェックを実施しました。
・児童生徒心臓検診業務委託（小学校１・４年、中
学校１年（1,236人）委託先：（公財）三重県健康管
理事業センター
・児童生徒尿検査業務委託（小中学校全学年延
べ5,865人）委託先：（一財）滋賀保健研究セン
ター
・教職員健康診断業務委託（260人）委託先：（一
財）三重県産業衛生協会
・教職員人間ドック指導区分決定業務委託料（延
べ507人）委託先：上野総合市民病院、岡波総合
病院、寺田病院
・ストレスチェック（622人）委託先：公立学校共済
組合
・日本スポーツ振興センター負担金（小・中学校
延べ5,275人）
・日本スポーツ振興センター災害共済給付金（災
害給付件数　小学校372件、中学校392件）
・結核高蔓延国からの編入児童生徒に対する結
核検査（20人）

　　　　　　努 力 目 標 評 価 シ ー ト　　　　　学校教育課

施
策

努 力 目 標 取組事業名
事　　業　　概　　要

(令和５年度の取組内容）

指　　　　　　　標

方向性
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令和５年度実績値 令和５年度目標値

２ 児童生徒
の支援

不登校児童生
徒支援事業

＊伊賀市教育研究センターふれあい教室におい
て、以下の内容に取り組みました。
・不登校児童生徒に対する適応指導活動（40日）
・児童生徒及び保護者との教育相談活動（40回
×2人）
・不登校の実態把握
・教育相談に関わる教職員研修を企画し４回開催
・ふれあい教室職員の事例検討会における指導
助言（心理の専門家を招聘）

不登校児童生徒の好
ましい状況変化の割
合：
７２％

不登校児童生徒の好
ましい状況変化の割
合：
１００％

改善

就学奨励費
（小学校）

＊学用品費、通学用品費、新入学児童学用品
費、通学費、修学旅行費、校外活動費、学校病
医療費の給付を行いました。また、市内小学校入
学予定の対象児童に入学準備金を支給（52人）し
ました。
＊特別支援教育就学奨励費の給付を行いまし
た。

ただし、学校給食費無償化に伴い、学校給食費
支給がないことから前年度決算額より減額となっ
ています。

特別支援教育就学奨
励費認定者数：
２３５人

特別支援教育就学奨
励費認定者数：
２５０人

改善

就学奨励費
（中学校）

＊学用品、通学用品費、新入学生徒学用品費、
通学費、修学旅行費、校外活動費、学校病医療
費の給付を行いました。また、市内中学校入学予
定の小学校６年生対象児童に入学準備金を支給
（88人）しました。
＊特別支援教育就学奨励費の給付を行いまし
た。

ただし、学校給食費無償化に伴い、学校給食費
支給がないことから前年度決算額より減額となっ
ています。

特別支援教育就学奨
励費認定者数：
８８人

特別支援教育就学奨
励費認定者数：
８５人

改善

努 力
目 標

　
子
ど
も
た
ち
が

、
未
来
に
夢
や
希
望
を
持
て
る

事　　業　　概　　要
(令和５年度の取組内容）

指　　　　　　　標

方向性

令和５年度事業に対する評価委員からの評価・意見等 評価に対する今後の対応

英語指導助手
招へい経費

〇小学校５，６年生の英語授業と中学校の英語科との５年間の
連続した学びを確立するため、小中学校の担当それぞれが情報
交換や指導方法の工夫を継続されたい。

取組事業名

　
１
　
学
校
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト

外国人児童生
徒支援事業

キャリア教育
推進事業

　　　　　　努 力 目 標 評 価 シ ー ト　　　　　学校教育課

施
策

努 力 目 標 取組事業名

〇中学生にとっての職場体験活動は、進路はもとより自らの中
学校生活を見つめ直す大切なきっかけとなっており、全ての学校
で行われていることを評価したい。今後とも事業所や地域の理解
と協力が得られるよう尽力され、職場体験を通し、地域の産業、
生活を学び、将来につなげるよう積極的に進められたい。

〇各校で情報交換しながら新たな取り組みを進められたい。

〇市内小中学校に子どもが就学している保護者の学校、教育等
に関する相談の通訳対応を電話やビデオ通話で行えるタブレット
を学校教育課・上野東小・上野西小（その他の学校は学校教育
課より貸出）に配置し、学校との懇談や教育相談で不便を生じな
いよう外国語での相談ができる体制を整えたことは画期的な取
組と評価したい。

〇保護者の不安を取り除き、円滑なコミュニケーションを進める
上でも、通訳を交えて教員と保護者が対面で面談する機会が必
要だと考える。母語が話せる支援員の確保を望む。

〇外国籍生徒の日本語習得状況や日本の生活環境に慣れたか
否かは、それぞれに異なる。様々なツールや人材を活用した学
習支援と中学校卒業後の進路保障など効果的な支援を先進事
例を取り入れながら継続されたい。
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２
　
児
童
生
徒
の
支
援

不登校児童生
徒支援事業

〇中学校３年生で英検３級取得を目指す取組が受験者数も合格
者数も増加傾向にあることから、成果が出ていると思われる。英
語学習に対する意欲向上につながる指導の工夫を継続された
い。

〇AIアプリやICT機器を活用した学習進度に応じた課題を与える
個別最適な学びに加えて、児童生徒が主体的に問題を見いだ
し、自己の問題解決を計画して実行、評価、改善するタイプ（探
究学習や自己調整学習）の個別最適な学びの指導ができるよう
にするための教員研修の実施を望む。このことの必要性は、令
和６年度全国学力・学習状況調査結果からも明らかにされてい
る。

〇授業改善（経験年数の少ない教職員向け）や「家庭での学習
時間」を確保する家庭への働きかけなど、児童・生徒の一層の学
習意欲の向上を図る取組を進められたい。

生徒指導推進
事業

〇生徒指導推進事業の取組を評価したい。

〇気にかかる児童生徒に対しては、小中間の連携により義務教
育９年間の連続した見守りを望む。

〇問題行動の低年齢化は非常に悩ましい。地域にも子どもの居
場所ができつつあるが、どの子どもにも安心して生活できる環境
が保障されるよう、地域や関係機関と連携しながら支援された
い。

〇社会状況の複雑化、不登校などの原因も多様化している中、
Q-U調査やいじめアンケート等に現れる子どもの訴えやサインを
見逃さず、現状を的確に把握し、問題行動の早期発見、早期対
応に努められたい。

〇人権教育推進において、部落差別をはじめとするさまざまな差
別の解消に向けた取組に学んできたことは多くあり、成果として
差別の減少に至っているものの皆無ではない。教職員一人ひと
りが差別の現実からスタートする人権同和教育が必要であると
痛感する。研修会の参加、課題に即した教育実践の積み重ねを
継続されたい。

〇特別支援教育においては、適切な支援体制のさらなる充実を
目指すとともに、児童生徒及び保護者のニーズに応じた通級指
導をすべての学校で実現できるいよう尽力されたい。

学力向上推進
事業

地域とともに
学校マニフェ
スト推進事業

部活動指導者
配置促進事業

人権同和教育
推進事業

〇保護者の協力などを含め、指導者の人材確保を図ることを望
む。

〇教育研究の拠点であるので、更新工事や修繕工事を必要に
応じて着々と進められたい。

〇伊賀市教育支援センターふれあい教室が、不登校児童生徒
の居場所であり、さらに、学びを保障する場であることを望む。

〇地理的条件から、教育支援センター通級が困難な児童生徒に
おいては、在籍校との連携を密にし、担任等に対する指導助言
に努められたい。

〇取り残された児童・生徒がいないような教育環境が必要であ
る。「ふれあい教室」へも行けない児童・生徒をどうするのか。根
気強くあたたかい支援を望む。

〇不登校児童については、学校のみの対応では解決しにくい事
が多い中、外部関係者と連携している対応を評価する。継続に
努められたい。

〇学力向上推進事業の項目に記述したこと（探究学習や自己調
整学習）の個別最適な学びの指導を実現するための教職員研究
研修の実施を望む。

〇県内だけでなく県外研修の機会を提供されたい。

伊賀市教育研
究センター管
理運営経費

教職員研究研
修経費

特別支援教育
充実事業

〇「人の役に立つ人間になりたい」と思える児童数が多く、希望
が持てる。地域の教育力が、学校教育活動の資源、エネルギー
として活用されることを望む。
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令和５年度実績値 令和５年度目標値

　
子
ど
も
た
ち
が

、
安
心
し
て
学
べ
る

1 学校施
設整備

給食センター
管理運営経費

学校給食の完全提供
率：
１００％

学校給食の完全提供
率：
１００％

改善

努 力
目 標

　
１
　
学
校
施
設
整
備

　
＊伊賀市では、子育て支援施策として2023(令和
5)年4月から伊賀市立の小中学校で、給食費の
公費負担を実現しました。そのような状況の中
で、以下の3つの視点で給食センターの取組を推
進します。
①２つの給食センターの管理・運営
・安心安全でおいしい学校給食を安定的に提供
できるよう、衛生管理や食材購入、調理・配送・施
設整備、維持管理を行った。（小学校給食セン
ター元気は、PFI方式によります。）　年間給食回
数：192回　１学期69回、２学期75回、３学期48回
・いがっこ給食センター夢（2,320食／日）、いがっ
こ給食センター元気（2,000食／日）
②食育の推進
・地元食材を紹介する「給食だより」の発行と市Ｈ
Ｐへの献立（食材の詳細）、食育教材の提示を毎
月行った。
・給食センターにおける調理工程や衛生管理等に
ついて学ぶため、児童の見学受け入れを行った。
・各学校へ残食率の資料提供を行った。いがっこ
給食センター夢8.6%(前年9.2%)　いがっこ給食セン
ター元気4.13%(前年3.82%)
③地場産食材の優先活用
・物資納入業者と連携し、食材の確保や価格の
調整を図りながら、地場産（伊賀・三重産）食材を
積極的に使用した。
・地場産率は、いがっこ給食センター夢64.0％(前
年65.3％)いがっこ給食センター元気62.3％(前年
65.6％)　　※物価高騰で減少した。

取組事業名 令和５年度事業に対する評価委員からの評価・意見等 評価に対する今後の対応

給食センター
管理運営経費

〇指標にある「完全提供率」は、給食センターの努力だけでは解
決できない状況も想定されるが、食材、調理、配送等の面で十分
な配慮がなされ、子どもたちへの提供が継続されることを望む。

〇子どもが、「給食に伊賀牛が出た！伊賀牛、おいしかった。」と
自慢げに話をするのを聞いて食から地域を誇れる子が育つと実
感した。これからも給食にかかわる皆さんの創意工夫や努力に
よって伊賀市の子どもたちが育っていくことを期待したい。

〇地元食材の活用や残食の減少に努められたい。

　　　　　　努 力 目 標 評 価 シ ー ト　　　　　給食センター

施
策

努 力 目 標 取組事業名
事　　業　　概　　要

(令和５年度の取組内容）

指　　　　　　　標
方向
性
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令和５年度実績値 令和５年度目標値

人
権
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
習
得
す
る

1 人権啓発 同和教育研
究推進事業

＊伊賀市内の人権同和教育の充実と発展に資
する目的で、伊賀市人権同和教育研究協議会及
び上野社会同和教育研究会に対し、人権同和教
育研究活動事業の委託を行いました。各団体と
連携しながら研修会・学習会の支援を行いまし
た。
＊市民を対象に、部落差別をはじめとするあらゆ
る差別の撤廃をめざし、伊賀市内における社会
教育分野で人権同和教育を推進するリーダー育
成や人権に関する相談体制の充実を図るため座
談会形式の人権教育学習会（年７回）や聴講型
の人権教育研修会（年９回）を開催いたしました。
＊各地域での人権課題を共有し人権同和教育を
推進するためのリーダーの育成として、地域に根
差した人権教育・啓発推進事業を実施しました。
(６地区）
＊部落差別をはじめとするあらゆる人権課題に
対する新しい情報や認識を深めるためのチラシを
委託・作成し広く市民や関係団体等に啓発を行い
ました。

参加数：16,151人 参加数：15,000人 継続

部
落
差
別
を
な
く
す

２ 隣保館・
児童館・
教育集会
所

教育集会所
管理経費

*人権感覚豊かな市民を育成し、教育集会所を拠
点に実施する人権講演会や地区学習会、識字教
室等への参加を促進し、人権同和教育の推進に
むけて部落問題をはじめあらゆる人権課題の学
習や人権啓発事業の効果的な施設利用ができる
ように、管理運営を行いました。
　具体的内容は６館の施設管理、設備点検、修
繕・保守管理等で、実施に際して、予算の適正な
執行と無駄を無くした経費削減、人権同和教育研
究の推進と啓発活動の拠点としての利用促進を
めざしました。

施設利用者数：
２０，９３３人

施設利用者数：
２０，０００人

継続

人権教育推
進事業

＊小中学生地区学習会、高校生・青年友の会等
の開催・活動支援を行いました。
＊識字教室、パソコン教室を開催しました。
＊地域子ども会活動の支援、地域保護者会の支
援、地域青年活動の支援、地域老人クラブ活動
の支援を行いました。
＊地域人権団体・地域ＮＰＯ・自治会等、あらゆる
世代の人権教育・啓発活動団体等と連携した人
権同和教育研究活動及び人権啓発活動の支援
を行いました。
＊教育集会所周辺地域住民対象の人権研修の
開催、学校・教集・地域住民との連絡会議の開
催、地域・周辺地域の人権同和教育推進会議
（中学校ブロック）の開催、人権教育・反戦・平和
等のパネル展示等を開催しました。
＊就学前から小中学校、高校、地域青年、保護
者や地域住民及び周辺地域住民と共に、部落差
別をはじめとするあらゆる差別の解消を目指した
人権フェスティバルを開催しました。また自治協
議会と共催した夏まつりで人権トーク＆コンサー
ト、人権啓発パネル展を行いました。

教育集会所を拠点とし
た、人権教育相談、同
和教育研究・啓発活動
等の参加人数：
２１，９８０人

教育集会所を拠点とし
た、人権教育相談、同
和教育研究・啓発活動
等の参加人数：
２０，０００人

継続

教育集会所
交流事業

*各教育集会所で活動する仲間が地域をこえてつ
ながるため、そして、差別をなくすために主体的
に行動するリーダーを育成するための学習会を
開催しました。
【実施事業】
・伊賀市教育集会所青年人権学習交流会
・教育集会所高校生・青年人権学習交流会（年3
回＋視察研修）
・伊賀市教育集会所中学生交流会
・伊賀市教育集会所小学生交流事業「みんなよっ
といで！！６年生」
・教育集会所保護者の部落問題学習会

参加者アンケートの満
足度：
１００％

参加者アンケートの満
足度：
１００％

継続

　　　　　　努 力 目 標 評 価 シ ー ト　　　　　生涯学習課

方向
性

施
策

努 力 目 標 取組事業名
事　　業　　概　　要

(令和５年度の取組内容）

指　　　　　　　標
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令和５年度実績値 令和５年度目標値

部
落
差
別
を
な
く
す

２ 隣保館・
児童館・
教育集会
所

同和問題啓
発事業

＊同和問題をはじめとするあらゆる差別問題に
ついて学習機会を提供し、正しい知識を身につけ
るとともに、自らの課題解決のための行動を促す
ため、あやま人権・同和問題学習講座を３回開催
しました。（開催日：６月９日、１０月２０日、３月８
日）

参加者：２６９人 参加者：２００人 継続

３ 生涯学習 成人式開催
経費

＊新成人が主体的に関わり成人式の運営に参画
いただけるよう、実行委員を募集しました。
【新成人実行委員　5人】
【令和５年５月４日（木・祝）　午後１時　伊賀市文
化会館】
【対象者　761人、参加者　604人】

新成人の参加率：
７９．３７％

新成人の参加率：
８０％

継続

社会教育推
進経費

＊社会教育委員１２人（任期：令和５年７月１日～
令和７年６月３０日）
＊伊賀市社会教育委員定例会（２回）及び懇談会
（３回）を開催しました。
＊三重県社会教育委員連絡協議会が主催する
研修会・講習会等に参加しました。
＊令和５年５月４日に開催した成人式の実行委
員会への参画、当日の運営に協力しました。
＊家庭教育事業として、子どもについて一緒に考
える集い「いがファミリーフェスタ」を開催しまし
た。
＊公民館運営審議会委員１３人（任期：令和５年
７月１日～令和７年６月３０日）
＊伊賀市公民館運営審議会（１回）を開催しまし
た。

社会教育委員会での
協議案件数：
３件

社会教育委員会での
協議案件数：
３件

継続

生涯学習推
進啓発事業

＊中央公民館主催事業
（１）主な講座・教室・その他事業
・悠々セミナー、はじめての講師サポート事業、子
どもと保護者の体験教室、子どもと保護者の創作
活動、読み聞かせボランティア入門講座、伊賀・
山城南・東大和定住自立圏連携事業講演会、地
域出前講座、干支の春展他
（２）開催回数及び参加人数
【開催回数】３４回
【参加延べ人数】１，３７２人
＊各地区市民センターを活動拠点とした事業（共
催事業を含む）
（１）主な講座・教室・その他事業
・夏休みこども俳句教室、伊勢型紙教室、健康講
座、文化祭、世代間交流事業他
（２））開催回数及び参加人数
【開催回数】６０５回
【参加延べ人数】４１，５１１人

住民自治協議会への
委託事業における重
点事業の実施割合：
６９．２％

住民自治協議会への
委託事業における重
点事業の実施割合：
１００％

継続

たわらや維持
管理経費

*初瀬街道にまつわる文化財「参宮講看板」の保
存、地域住民の交流の場として、管理運営業務を
実施しました。
【延べ来館者数　629人】

来館者数：
６２９人

来館者数：
２，０００人

改善
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令和５年度実績値 令和５年度目標値

４ 青少年健
全育成

青少年健全
育成事業

＊第16回「輝け！いがっ子フォトコンテスト」を実
施し、輝け！いがっ子検証を周知・啓発しました。
＊伊賀市青少年ネットワークづくり研修会・伊賀
地区こどもわかもの育成支援のための研修会等
を開催しました。
＊青少年健全育成推進大会を開催しました。
＊伊賀市青少年育成市民会議の活動を補助し、
伊賀市全域を対象とした事業および各地区の特
色を生かした事業の実施を支援しました。
＊青少年非行防止活動強化月間（７月）、子ども・
わかもの育成支援強調月間（１１月）、未成年者
喫煙防止キャンペーンとして、青少年健全育成市
内一斉活動を実施しました。

青少年健全育成推進
大会参加者数：
１２４人

青少年健全育成推進
大会参加者数：
１５０人

改善

放課後子ども
教室推進事
業

＊放課後子ども教室（市内４か所）への委託及び
支援を行いました。
【延べ実施回数　204回】、【延べ参加者数　900
人】
＊伊賀市放課後子どもプラン施策検討委員会を
開催しました。【日時　令和６年２月８日（木）　午
後２時】

平均利用児童数：
4人

平均利用児童数：
１８人

継続

学校支援地
域本部推進
事業

＊柘植中学校区地域未来塾運営協議会に対し
学習支援事業にかかる業務委託を行いました。
・事業内容
　小学生：毎週金曜日の午後４時から午後５時
　中学生：毎週火曜日の午後７時３０分から午後
９時

学習時間：９６ｈ 学習時間：８５ｈ 継続

青少年セン
ター運営経費

＊街頭補導活動の実施
　①随時補導（２３８回）、定時補導（４７回）、警察
少年指導委員特別街頭補導（１１回）、少年警察
協助員補導（１０回）
　②学校や警察からの不審者・事件情報や各青
少年市民会議等からの要請に応じ、児童・生徒
の登下校時にパトロールを実施 しました。 また、
不審者情報や保護者等からの要請に合わせた
巡回により、児童・生徒の安全な登下校をサポー
トしました。
　③学校の長期休業時には随時補導を計画的に
実施しました。祭礼など市民的行事の際には特
別補導を行い、問題行動や不良行為の未然防止
と減少に努めました。
＊青少年相談活動の実施
　市広報などを通して、電話や面談による青少年
相談活動の周知に努めました。また、青少年が
抱える悩みを解決するため、他のサポートセン
ターと連携し、適切な指導・助言・支援に努めまし
た。
＊環境浄化活動の実施
　街頭補導にあわせて、青少年に有害な環境点
検を行いました。書店や遊技場関係者に依頼し、
有害図書・玩具など取り扱いについて協力を得る
ことができました。

巡回補導活動回数：３
０６回

巡回補導活動回数：
３１０回

継続

　　　　　　努 力 目 標 評 価 シ ー ト　　　　　生涯学習課

施
策

努 力 目 標 取組事業名
事　　業　　概　　要

(令和５年度の取組内容）

指　　　　　　　標
方向
性

15



努 力
目 標

　
１
　
人
権
啓
発

評価に対する今後の対応

同和教育研究
推進事業

〇実施されている学習会や研修会で、人権をさまざまな角度か
ら考える講話が参加者には好評である。人権同和教育の裾野を
広げる取組、一人ひとりの人権意識の高揚を図る取組を今後も
継続されたい。

令和５年度事業に対する評価委員からの評価・意見等

同和問題啓発
事業

〇周知方法を工夫し、学習講座の開催を継続されたい。

取組事業名

人権教育推進
事業

〇教育集会所を拠点として実施されている地区学習会等、差別
をなくす主体者を育てる取組を継続されたい。

〇小中学生や地域住民が集う施設や設備の充実を願う。点検、
改修等の環境整備について検討されたい。

生涯学習推進
啓発事業

〇各市民センターに配属される生涯学習支援員は、地域づくり、
文化活動の指導者としての自覚を持っていただくため、一層のス
キルアップ推進を望む。

〇講座、教室、事業内容について参加者アンケートを取り、地域
社会や今の社会に合った事業を検討されたい。

〇実施割合８０％～９０％を目標に取り組まれたい。

放課後子ども
教室推進事業

〇地元に施設が少ない地域の放課後子ども教室開所は有意義
である。利用人数にとらわれず、子どもの居場所を保障された
い。

〇児童が減少していく中で、地域の「放課後児童クラブ」との一
体化を検討されたい。

〇指標について、現状に即した目標値の設定を検討されたい。

青少年健全育
成事業

〇青少年健全育成団体の活動が衰退しないように、今後も特色
ある事業が実施できるよう継続的な支援に努められたい。

　
２
　
隣
保
館
・
児
童
館
・

　
　
　
教
育
集
会
所

　
３
　
生
涯
学
習

　
４
　
青
少
年
健
全
育
成

たわらや維持
管理経費

〇たわらや維持管理に関しては、現状に即した指標設定を検討
されたい。

〇展示内容は尊重するが、地域と協議し、存続も含めて違った
方向性について検討されたい。

〇来館者数を増やすため、初瀬街道を始め阿保地区への来訪
者を多くする取組を検討されたい。
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令和５年度実績値 令和５年度目標値

1 文化財保
護

文化財保存経
費

＊伊賀市文化財保護審議会（２回）を開催しました。
＊指定文化財などの調査・管理を行いました（調査：
63件）。
＊史跡の草刈など環境整備業務、樹木剪定伐採業
務を実施しました。
＊国史跡上野城跡高石垣の定点観測測量業務を実
施しました。のはなしょうぶ群落管理業務を実施しま
した。
＊文化財保存事業の普及・啓発活動として、『広報
いが』に「伊賀市の文化財」（6回）を掲載した。文化
財年報を作成しました。（300冊）
＊文化財説明看板「市指定　大村神社の梵鐘」（１
基）設置、哀園森の文化財看板（１基）の修繕を実施
しました。

指定文化財の調査
管理：
６３件

指定文化財の調査
管理：
７２件

充実

文化財保存事
業

＊所有者等が行う指定文化財の保存修理や指定文
化財管理事業経費に対し、補助金を交付しました
（15件）。
【補助事業名】
・国重文　町井家住宅主屋・書院　ほか３件（猪田神
社、高倉神社、大村神社）　防災設備保守点検事業
・国重文　木造日光月光菩薩立像　防災設備事業
・国重文　町井家住宅主屋及び書院　保存修理事業
・国重無民　上野天神祭のダンジリ行事　民俗文化
財保存修理事業
・国重無民　上野天神祭ダンジリ行事　保存管理事
業
・国重無民　勝手神社　神事踊保存継承事業
・県指定有形　猪田神社本殿　防災施設整備事業
・県指定有形　西蓮寺紙本墨書真盛自筆消息　保存
修理事業
・県指定有形　観菩提寺木造多聞天立像保存修理
事業
・県指定史跡　真盛廟保存整備事業
・市指定有形　西町集議所付属屋保存修理事業
・市指定史跡　芭蕉翁故郷塚保存修理事業

指定文化財の保存
修理等事業：
８９％

指定文化財の保存
修理等事業：
４４％

充実

文化財等保存
管理施設維持
管理経費

＊伊賀市内に所在する埋蔵文化財包蔵地につい
て、開発事業に伴い立会・試掘等の調査(33件)を実
施し、出土した遺物の整理を行うとともに、調査内容
を伊賀市文化財年報に掲載しました。
＊これまでの発掘調査で出土した遺物等について、
県内外の博物館等における展示や資料閲覧希望者
に対し、資料の貸し出し・閲覧対応を行いました。資
料収蔵庫機能を担う「阿山ふるさと資料館保管庫」、
「柘植資料保管庫」の管理を適切に行いました。
＊埋蔵文化財緑ケ丘整理所の西側建物の石綿含有
調査を実施しました。
＊資料保管庫の統合に向けて、阿山ふるさと資料館
保管庫内の民俗資料及び考古資料を移動しました。
＊歴史資料係の事務所（旧長田小学校）の維持管
理、環境整備を適切に行いました。
＊大山田郷土資料館では、収集された民俗資料や
考古資料を保管し、観覧が可能なように施設の維持
管理を行いました。地元のボランティア団体「大山田
郷土の広場」と協同し、企画展（２回）及び講演会、オ
オサンショウウオ観察会（１回、12名参加）を実施し
ました。

発掘調査成果の報
告：
１件

発掘調査成果の報
告：
１件

充実

伊賀市文化財
保存活用地域
計画策定事業

・伊賀市文化財保存活用地域計画の最終版を文化
庁に認定申請し、令和５年７月に文化庁長官より認
定を受けました。認定後に計画書データを市HPに掲
載し、報道発表を行いました。伊賀市文化財保存活
用地域計画協議会（１回）を開催し、計画の進捗方法
や、計画の概要版作成について協議しました。
・計画については、計画書冊子（200部）及び概要版
（2,000部）を作成し、関係機関等へ配布し、計画内容
の周知を図りました。

伊賀市文化財保存
活用計画の作成状
況：
１００％

伊賀市文化財保存
活用計画の作成状
況：
１００％

完了
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令和５年度実績値 令和５年度目標値

1 文化財保
護

民間等受託発
掘調査経費

＊令和５年度は、開発行為にともなう本発掘調査は
行われませんでしたが、伊賀市各地の埋蔵文化財
包蔵地における開発行為に伴う試掘調査、立会調査
を行い、その結果を伊賀市文化財年報で報告しまし
た。

ー 発掘調査進捗状
況：
１００％

継続

文化財施設維
持管理経費

＊旧崇広堂・旧小田小学校本館・入交家住宅・城之
越遺跡の指定管理者を指定し、文化財施設として保
存管理するとともに、指定管理者により、下記の各種
事業を実施し、文化財の活用を図りました。
・指定管理者：（公財）伊賀市文化都市協会
【旧崇広堂】  「石原健哉花火写真展　世界に羽撃く」
「光のART展Ⅸ」「すうこうどう寄席Vol.28・29」 「大平
和正×中村ミナト－磁場の共振－」「生活工芸展
2023」「真夏の夜のステンドグラス展Ⅴ」「刀絵百鬼
丸展」「玉田玉秀斎　講談 忍者の物語」「伊賀陶芸
展」 「チェンバロの魅力 ～標題付き音楽で味わう～」
【旧小田小学校本館】「旧小田小学校本館企画展
思い出の図工室展」「子ども陶芸体験」
【入交家住宅】 「日本画で魅せる季節のうつろい　第
二章」「大平和正 風還元/茶碗 －茶碗は彫刻Ⅵ－」
「生活工芸展2023」　「和紙と墨と筆と 」（２回）
【城之越遺跡】 「気軽に楽しく！古代遺跡で！グラウ
ンドゴルフ！城之越遺跡Springカップ2023、Autumn
カップ2023」

来場者数合計：
１４，２６０人

来場者数合計：
２０，０００人

充実

国史跡伊賀国
庁跡保存整備
事業

・平成26年度・27年度に策定した「史跡伊賀国庁跡
保存整備活用基本計画」に基づき、平成30年度に
「史跡伊賀国庁跡保存整備事業基本設計」、令和元
年度に「史跡伊賀国庁跡保存整備事業実施設計」を
策定した。令和２年度から実施設計をもとに本体工
事に着手しました。
・これまでの整備事業で、史跡伊賀国庁跡保存整備
事業指導委員会による指導・助言を得ながら整備区
域の敷地造成、雨水排水施設の整備、園路整備等
を実施し、史跡標柱の設置、整備区域中央部分のブ
ロック舗装、芝張り、給水設備の設置を行いました。
・令和５年度は、正殿の擬木丸太（23本）による柱の
半立体復元を行いました。また、史跡伊賀国庁跡保
存整備事業指導委員会（１回）を開催し、指導・助言
を得ました。

整備事業の推進：
６５％

整備事業の推進：
７５％

継続

歴史的風致維
持向上計画進
捗管理事業

＊平成28年５月19日に認定された「伊賀市歴史的風
致維持向上計画」に基づき、歴史的風致の維持向上
を図るため実施している３カ所の重点区域（上野城
下町、初瀬街道阿保宿、大和街道島ヶ原宿）につい
て、関係各課が実施する個別事業の進捗管理を行
い、庁内会議を１回、協議会を２回開催しました。中
部地方整備局管内の認定市町（18市町）との連携事
業検討会（３回）や歴まちサミット（名古屋市）に参加
し、意見交換を行いました。
＊重点区域の一つ、初瀬街道阿保宿について、啓
発用パンフレット（1000部）の印刷と街道案内看板（１
基）を設置しました。
＊歴史的風致形成建造物の調査を実施しました（数
馬茶屋、伊賀越資料館（旧武徳殿）、大村神社本殿、
越山家住宅ほか）。

進行中事業数：
１１件

進行中事業数：
１３件

継続

歴史資料保存
管理経費

＊市内外の所蔵者より申し出を受けて歴史資料31
件を調査・収集し、目録を18件作成しました。
＊事業の普及・啓発活動として、『広報いが』に「伊
賀の歴史余話」（6回）を掲載しました。また、調査・収
集した歴史資料を用いてハイトピア伊賀や上野図書
館で企画展示を行い、芭蕉翁記念館の展示図録へ
の寄稿などを実施しました。
＊収集・保管する歴史資料について99件の利用申
請があり、資料に対するレファレンスや複写資料の
提供、展示会へ出品しました。

『伊賀市史』各編な
どの有償・無償配
布数：
４８冊

『伊賀市史』各編な
どの有償・無償配
布数：
８０冊

充実

　　　　　　努 力 目 標 評 価 シ ー ト　　　　　文化財課

施
策

努 力 目 標 取組事業名
事　　業　　概　　要

(令和５年度の取組内容）

指　　　　　　　標
方向
性

　
歴
史
や
文
化
遺
産
を
守
り

、
未
来
へ
と
引
き
継
ぐ

３ 歴史まち
づくり

2 文化財の
活用
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努 力
目 標

２
　
文
化
財
の
活
用

１
　
文
化
財
保
護

３
　
歴
史
ま
ち
づ
く
り

歴史的風致維
持向上計画進
捗管理事業

〇３か所の重点区域協議会委員の意見を踏まえ、それぞれ地元団
体で協議を重ね、着実に進められたい。

歴史資料保存
管理経費

〇収集・調査した資料が伊賀の歴史文化を理解するための博物館
等展示となるだけではなく、観光客を取り込むような起爆剤的な情報
発信の工夫や取り組みを検討されたい。

〇増加傾向にある資料に関して、今後も適切に対応し、また活用も
検討されたい。

文化財施設維
持管理経費

〇文化財施設の保存管理の事業、又イベントなどの活用の事業を
評価したい。

〇児童生徒が地域の文化財に触れる機会を促進して文化財保護に
対する意識を高めることが必要と考えられることから、小中学校社会
科の学習教材に位置付け、校外学習等の機会を利用して文化財施
設を活用することを提案する。

〇市民が文化財や歴史に親しむイベント等に今後も積極的に取り組
まれたい。

文化財等保存
管理施設維持
管理経費

〇今後、更に資料が増加すると思われるので、保管場所の確保と保
存、管理、活用に努められたい。

文化財保存事
業

〇伊賀市には、県指定の貝石山（津市榊原町）と比較しても学術的、
文化財的価値が高い貴重な化石（ミエゾウの臼歯や足跡化石等）を
産出する古琵琶湖層群の露頭が見られる。これらを県指定候補とし
て調査されたい。

〇個人所有の文化財を始め、将来にわたって保存、管理できる対策
を検討されたい。

令和５年度事業に対する評価委員からの評価・意見等 評価に対する今後の対応

文化財保存経
費

〇数多い文化財の保存、調査への取組を評価する。

〇文化財は伊賀市の宝だと思う。今後も適切な維持管理と価値の維
持、市民への周知、新たな文化財の発掘、未指定でも指定に価する
文化財の調査を望む。

取組事業名
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令和５年度実績値 令和５年度目標値

1 図書館活
動

図書館管理経
費

貸出冊数（分館含
む）：
２９７，１１６冊

貸出冊数（分館含
む）：
３４０，０００冊

充実

図書室運営管
理経費

・上野図書館分館となる各図書室では、「図書室だ
より」等により新着図書やおすすめ図書の紹介、読
み聞かせ会等の情報発信を行い、それぞれの地域
の特性を活かした図書室運営を行うとともに、上野
図書館との連携を進める中で、各図書室の利用促
進に取り組みました。・図書館情報システムの運用
や配送サービスにより、各図書室で市内全域の図
書館・図書室からの資料（本）の取り寄せや返却を
継続して行うことで、利便性の向上に取り組みまし
た。（配送冊数：25,963冊）・上野図書館所蔵本の一
時移管を行い、各図書室での特設コーナーの設置
により利用促進に取り組みました。・各図書室で除
籍後一定期間を経たリユース本について、図書室
間でのリユース本の交換を行うことで、多くの方にリ
ユースされるよう取り組みました。（リユース本：691
冊）・いがまち図書室の移転開館により、DMG森精
機株式会社と連携したサービスを行うことで、利便
性向上と利用促進を図りました。

貸出冊数（本館含
む）：
２９７，１１６冊

貸出冊数（本館含
む）：
３４０，０００冊

充実

生
涯
を
通
じ

、
生
き
が
い
を
持
ち
活
躍
で
き
る

＊運営業務を、（公財）伊賀市文化都市協会に委託
し、市民の生涯学習の場として、蔵書や資料の充実
を図りつつ、市民ニーズに応えるとともに、資料提
供・情報発信に努めました。
＊配送サービスや市外及び県立図書館等との相互
貸借を行う中で、図書館の利便性向上と利用促進
を図りました。
＊点字図書、録音図書を紹介したパネル展示や大
活字本、布絵本の特集展示等により上野点字図書
館のサービス内容を周知し、活字を読むことが困難
な方などすべての人に読書の楽しみを知ってもらえ
るよう情報発信を行いました。
＊夏休みには未就学児から小学生を対象とした
「夜のとしょかん探検」事業を実施し、楽しみながら
図書館の使い方などを学ぶ機会を設けるとともに、
市内小学校による施設見学の受け入れにより、図
書館と本を身近に感じてもらい、読書に親しむ機会
づくりを行いました。
＊第19回読書感想文コンクールを実施するととも
に、市内小中学校の学校図書担当教諭を対象とし
た研修会への担当職員派遣による連携強化や上
野図書館から市内小中学校へのセット文庫の定期
配送を行い、学校図書館の蔵書とは違った本を届
けることで本に興味を持ってもらう取り組みを行いま
した。・「郷土の歴史夜咄会」を６、７、８、９、10、11、
12月の第３金曜日（10、11月は第２金曜日）に開催
し、市民が伊賀の歴史を学ぶ機会をつくりました。
＊「デジタルミュージアム　秘蔵の国 伊賀」の更な
る活用を目的として、市内小中学校の郷土教育担
当教諭を対象とした研修会で郷土学習へのデジタ
ル資料の利用についてPRを行いました。

　　　　　　努 力 目 標 評 価 シ ー ト　　　　　図書館

施
策

努 力 目 標 取組事業名
事　　業　　概　　要

(令和５年度の取組内容）

指　　　　　　　標
方向
性
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令和５年度実績値 令和５年度目標値

2 子ども読
書活動

図書館管理経
費

貸出冊数（分館含
む）：
２９７，１１６冊

貸出冊数（分館含
む）：
３４０，０００冊

充実

努 力
目 標

1
　
図
書
館
活
動

2
　
子
ど
も
読
書
活
動

事　　業　　概　　要
(令和５年度の取組内容）

指　　　　　　　標
方向
性

生
涯
を
通
じ

、
生
き
が
い
を
持
ち
活
躍
で
き
る

＊運営業務を、（公財）伊賀市文化都市協会に委託
し、市民の生涯学習の場として、蔵書や資料の充実
を図りつつ、市民ニーズに応えるとともに、資料提
供・情報発信に努めました。
＊配送サービスや市外及び県立図書館等との相互
貸借を行う中で、図書館の利便性向上と利用促進
を図りました。
＊点字図書、録音図書を紹介したパネル展示や大
活字本、布絵本の特集展示等により上野点字図書
館のサービス内容を周知し、活字を読むことが困難
な方などすべての人に読書の楽しみを知ってもらえ
るよう情報発信を行いました。
＊夏休みには未就学児から小学生を対象とした
「夜のとしょかん探検」事業を実施し、楽しみながら
図書館の使い方などを学ぶ機会を設けるとともに、
市内小学校による施設見学の受け入れにより、図
書館と本を身近に感じてもらい、読書に親しむ機会
づくりを行いました。
＊第19回読書感想文コンクールを実施するととも
に、市内小中学校の学校図書担当教諭を対象とし
た研修会への担当職員派遣による連携強化や上
野図書館から市内小中学校へのセット文庫の定期
配送を行い、学校図書館の蔵書とは違った本を届
けることで本に興味を持ってもらう取り組みを行いま
した。
＊「郷土の歴史夜咄会」を６、７、８、９、10、11、12
月の第３金曜日（10、11月は第２金曜日）に開催し、
市民が伊賀の歴史を学ぶ機会をつくりました。
*「デジタルミュージアム　秘蔵の国 伊賀」の更なる
活用を目的として、市内小中学校の郷土教育担当
教諭を対象とした研修会で郷土学習へのデジタル
資料の利用についてPRを行いました。

　　　　　　努 力 目 標 評 価 シ ー ト　　　　　図書館

施
策

努 力 目 標 取組事業名

評価に対する今後の対応

図書館管理経
費

〇伊賀市の読み聞かせボランティアグループの活動が、２年連続し
て文部科学大臣表彰を受けていることに敬意を表する。

〇子どもたちが身近に本に親しむ機会の充実のためには、読み聞
かせボランティアグループの存在は大きなものがあると感じる。

〇読み聞かせボランティアグループでは、高齢化や家族の介護な
どで活動から離れるメンバーもいることから、ボランティア活動を希
望する方々の掘り起こし、確保、育成に尽力されたい。

〇読書感想文コンクールは重要と思うことから学校との連携を図ら
れたい。

〇車がないと移動できない地域においては、各図書館へ出向きにく
いようである。企業とのジョイント図書館や来年度からの移動図書
館の取組は、新しい形の図書館運営であり、期待が大きいと思わ
れる。

取組事業名 令和５年度事業に対する評価委員からの評価・意見等

図書館管理経
費

〇「夜のとしょかん探検」は聞くだけでワクワクする。取組の工夫を
評価する。今後も充実を図られたい。
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